
 

 

 

 

 

 

 

おかやまプレーパークは、岡山市から公園の一角を借りて、子どもが主役の遊び場（プレーパーク）を開催しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★☆★ ･････大切にしたい子どもの遊び  ・・・・・・・・・・   プレーリーダー 松田秀太郎  ★☆★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日：水～日曜  １０時～１６時 

場 所：国際児童年記念公園こどもの森 （岡山市北区学南町３-６-１） 

HP= http://www.kodomo-npo.jp/playpark/    FB = https://www.facebook.com/Okayama.playpark 

 

 こどもの森でのおかやまプレーパークは、７年目がスタート

します。 ７年目も、子どもたちが思いっきり遊べるうように、 

大人も楽しく過ごせるように、たくさんの人で祝いましょう！  

当日をお楽しみに～。 ぜひ、遊びに来てね！！ 

主催：特定非営利活動法人岡山市子どもセンター  〒701-0144 岡山市北区久米 348 

Tel 086-242-1810 (月～金、10～17時)   Fax 086-242-1830   E-mail＝info@kodomo-npo.jp   

  URL＝http://www.kodomo-npo.jp/    FB＝http://www.facebook.com/kodomonpo.okayama 

 この遊び場は、2013 年 1 月、岡山県から「ももっこステーション」に認定されました。ももっこステ

ーションは、“乳幼児とその保護者が気兼ねなく訪れ、くつろいだり相互に交流したり、子育てについて相

談ができる身近な場”です。屋外としては初めての認定です。地域ぐるみの子育て応援ができるようにし

ていきたいと考えています。 

外遊びは、場所を選びません。しかし、遊びたいと思うきっ

かけが必要です。そのきっかけのヒントが、プレーパークと呼ば

れる遊び場にありました。プレーパークは、年齢や興味に応じ

て楽しめる体験型の遊び場です。プレーリーダーをはじめ、運

営に関わるスタッフが遊び場の開催時にいて、子どもたちが

外遊びをもっと楽しめるようにきっかけづくりをサポートします。 

おかやまプレーパークは、公園の一角を借りて開催してい

ますが、人がいることで、人が集まり賑わいや交流が生まれ、

楽しさが創造されます。開催時と、閉園時では、違いが見ら

れます。遊具は、木や布やロープを利用した手づくりです。ベ

ンチも自由に動かせます。大きな木製の滑り台も外遊びが

好きになるきっかけがつまった遊具のひとつです。斜面を幅広

にすることで、下から斜面を登れるように工夫されています。 

時に、子ども同士ぶつかることがありますが、「滑る時は、

声に出して教えてあげてね」と伝えています。冷や冷やするこ

とも多いですが、すぐにダメではなく、声のかけ方ひとつで遊び

方は、拡がるように思います。子どもはすぐに友達になります。

子ども同士遊ぶことが、刺激になるようです。この滑り台が、こ

の度、修理が終わり、きれいになりました。傷んでいた板を交

換したり、横の手すりを少し高くしたり、柱を長持ちさせるため

の塗装もしました。手作業で頑張った多くのみなさんに感謝

です。 

「わーい、すべりだい、きれいになってる。」と嬉しそうな女の

子の声が聞こえてきました。新しい斜面は、よく滑るようになり

ました。修理する過程を見えるようにすることも、場所への関

心につながるきっかけになります。 

http://www.kodomo-npo.jp/playpark/


 

 

 

【３．９（サンキュー）感謝祭】 ３月９日（日）１１～１３時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【キッズフェスティバル201４ ～みんなでつくる外遊びのおまつり～】  

 日時：3月３０日（日）１０～１５時  場所：浦安総合公園西地区（子ども夢が島） 

<ボランティア養成講座>  

 今年の学生ボランティアは、約140名。 

この養成講座から始まり、３０日の本番 

を迎えます。 

午前中は、全体の説明、午後は、公 

園で火や工具の使い方、留意点など 

の実践を行いました。 

                              全体の説明                       全員が一本のロープで気持ちを一つに 

子どもも大人も、少しだけ暖かくなりかけたお外に出かけて、ゆったりした時間を楽しんでいました。 

サポーターの皆さん、地域の方々、行政の方、学生やボランティア、何となく立ち寄ってみた人…。多くの人の

積み重ねで地域と世代が交流し育む場が形作られてきて、６年目が終わろうとしています。そんなみんなに感

謝する日でした。 

【綱引き】  ロープを見ると引っ張りたくなるのは、人の本能。 

子どもvs大人。「がんばれー!！」とたくさんの声援の中、どちらも力

の限り引っ張りました。結果、大人の勝ち。 

どちらが勝っても達成感。それが、綱引き。 

子どもたちからリベンジの声！・・・しかし、ヘトヘトの大人は・・・・ 

 
【みんなで花火】紙とガムテープで作った創造の

「花火の玉」を一人ひとりが隣の人に手渡していくゲ

ーム。とても単純なことなのに、年代を超えて夢中に

なります。これが、遊びの力！ 

【絵本の読み聞かせ】 

プレーパークの一角で、絵本

の読み聞かせ。絵本の絵に、

発せられる言葉に、食い入って

いる子どもたちと大人。お外の

のびのびとした空間で、絵本を

読んでもらうと、新しイメージが

湧き上がっていきます。 

そんな新鮮な体験もできます。 

【絡まったロープ】 引っ張ろうとする子ども、ほどこ

うとする子ども、持ち上げようとする子ども。・・・・簡単

にはほどけません。ロープがあれば引っ張ろうとしま

すが、引っ張れば引っ張るほど、ますます絡まってい

きます。果たしてどうなるのでしょう・・・ 


